
あ お も り

小川原湖から見る初日の出 東
とう

北
ほく

町
まち
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新
春
に
あ
た
り
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
村
長
を
は
じ
め
関
係
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
春
を
お
健
や
か
に

迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
会
に
対
す
る

御
理
解
と
御
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
天
皇
陛
下
が
即
位
さ
れ
、
元
号
が
「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」

と
新
た
な
時
代
が
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　

今
年
は
七
月
に
東
京
二
〇
二
〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
が
開
催
さ
れ
、
世
界
各
国
か
ら
選
手
及
び
関
係
者
、
ま
た
多
く
の
観
戦

者
が
日
本
に
訪
れ
ま
す
。
そ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
へ
の
期
待
を
高
め
、
大

会
開
催
を
告
知
す
る
こ
と
等
を
目
的
に
聖
火
リ
レ
ー
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
本

県
に
お
い
て
も
六
月
十
一
、十
二
の
両
日
、
県
内
十
四
市
町
村
十
五
区
間
で

計
三
十
六
・
九
キ
ロ
を
本
県
ゆ
か
り
の
方
々
を
は
じ
め
と
し
て
約
百
八
十
人

が
駆
け
抜
け
、
ま
た
リ
レ
ー
の
ゴ
ー
ル
を
祝
う
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
大
変
活
気
あ
ふ
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
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謹んで新春のお慶びを申し上げます
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こ
の
機
会
を
と
ら
え
、
各
地
で
盛
大
に
走
者
の
も
て
な
し
や
、
通
過
及
び

ゴ
ー
ル
地
点
の
魅
力
を
積
極
的
に
発
信
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
は

も
ち
ろ
ん
本
県
全
体
の
Ｐ
Ｒ
、
振
興
に
つ
な
が
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
我
が
国
で
進
行
す
る
急
速
な
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
、
ま
た
労

働
力
不
足
や
頻
発
す
る
自
然
災
害
等
に
対
応
す
る
た
め
、
我
々
町
村
は
自
主

的
・
自
立
的
に
地
域
特
性
や
資
源
を
活
か
し
た
様
々
な
施
策
を
展
開
し
、
豊

か
で
安
全
・
安
心
な
住
民
生
活
と
個
性
あ
ふ
れ
る
多
様
な
地
域
づ
く
り
に
邁

進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
町
村
が
人
口
減
少
対
策
や
地
方
創
生
を
は
じ
め
、
様
々
な
施

策
を
着
実
に
実
施
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
方
財
源
の
安
定
確
保
が
重
要
で

あ
り
ま
す
の
で
、
本
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
今
後
も
国
に
対
し
地
方
交
付
税

を
は
じ
め
と
す
る
一
般
財
源
総
額
の
確
実
な
確
保
や
、
防
災
・
減
災
対
策
や

地
域
医
療
の
充
実
、
農
林
漁
業
等
各
種
施
策
の
振
興
対
策
等
を
求
め
て
参
り

ま
す
。

　

今
後
も
本
県
三
十
町
村
を
大
き
な
財
産
と
し
て
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会

と
輝
か
し
い
未
来
の
実
現
に
向
け
、
町
村
長
相
互
の
連
携
と
調
和
を
も
ち
、

県
を
は
じ
め
全
国
町
村
会
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
様
々
な
活
動
を
展
開
し

て
参
り
ま
す
。
最
後
に
皆
様
方
の
御
多
幸
と
町
村
の
益
々
の
発
展
を
祈
念
申

し
上
げ
、
年
頭
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。



４

る
全
国
的
な
防
災
・
減
災
対
策

を
強
化
す
る
こ
と
。

一
．
一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に

向
け
、
地
方
創
生
の
更
な
る
推

進
を
図
る
こ
と
。

一
．「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
事
業
費
」
を
拡
充
す
る
と
と

も
に
、
地
方
交
付
税
等
の
一
般

財
源
総
額
を
確
保
す
る
こ
と
。

一
．
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
を
断
固
と

し
て
堅
持
す
る
こ
と
。

一
．
田
園
回
帰
の
時
代
を
拓
き
、

都
市
と
農
山
漁
村
の
共
生
社
会

を
実
現
す
る
こ
と
。

一
．
地
方
分
権
改
革
を
推
進
す
る

こ
と
。

一
．
農
林
漁
業
の
振
興
に
よ
る
農

山
漁
村
の
再
生
・
活
性
化
を
図

る
こ
と
。

一
．
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
、
日

米
貿
易
協
定
の
締
結
に
よ
る
影

響
を
見
据
え
、
国
内
農
林
水
産

業
対
策
に
万
全
を
期
す
こ
と
。

一
．
国
産
木
材
の
一
層
の
需
要
拡

大
・
利
用
促
進
に
よ
る
林
業
の

振
興
を
図
る
こ
と
。

一
．
過
疎
対
策
を
推
進
す
る
た
め

の
新
た
な
法
律
を
制
定
す
る
こ

と
。

一
．
参
議
院
の
合
区
を
早
急
に
解

消
す
る
こ
と
。

一
．
領
土
・
外
交
問
題
・
国
民
の

安
全
保
障
に
毅
然
と
し
た
姿
勢

で
臨
む
こ
と
。

　

大
会
で
は
、
荒
木
全
国
町
村
会

長
（
熊
本
県
嘉
島
町
長
）
が
あ
い

さ
つ
し
、「
近
年
、
頻
発
化
・
激

甚
化
・
広
域
化
す
る
自
然
災
害
か

ら
、
国
民
の
生
命
・
財
産
を
守
り
、

災
害
に
強
い
国
づ
く
り
を
強
力
に

進
め
る
た
め
、
災
害
に
対
す
る
防

災
・
減
災
対
策
の
一
層
の
強
化
を

国
に
求
め
て
い
く
。
町
村
長
が
相

互
の
連
携
を
一
層
強
固
な
も
の
と

し
、
直
面
す
る
課
題
、
将
来
に
わ

た
る
困
難
な
課
題
に
積
極
果
敢
に

取
り
組
ん
で
い
こ
う
」
と
訴
え
た
。

　

こ
の
後
、
安
倍
晋
三
内
閣
総
理

大
臣
や
大
島
理
森
衆
議
院
議
長
な

ど
の
来
賓
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
町

村
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、

明
治
大
学
教
授
の
小
田
切
徳
美
氏

が
、
参
加
し
た
町
村
長
等
を
激
励

し
た
。

　

そ
の
後
、
議
事
に
入
り
、
町
村

行
財
政
を
め
ぐ
る
諸
問
題
解
決
に

向
け
た
十
二
項
目
の
決
議
案
が
満

場
一
致
で
決
定
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

三
十
四
項
目
の
大
会
要
望
も
一
括

採
択
さ
れ
た
。

　

決
議
（
項
目
抜
粋
）

一
．
東
日
本
大
震
災
、
熊
本
地
震

及
び
大
型
台
風
・
豪
雨
災
害
等

か
ら
の
復
旧
・
復
興
の
加
速
化

を
図
る
と
と
も
に
、
激
甚
化
・

広
域
化
す
る
自
然
災
害
に
対
す

　全国町村会は11月27日、東京
都のＮＨＫホールで全国町村長
大会を開催し、県内町村長をは
じめ、全国の町村長など約1,300
人が出席した。

自然災害対策の強化
などを訴える　　　
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本
会
は
十
月
二
十
九
日
、
青
森

市
の
県
共
同
ビ
ル
で
第
四
回
理
事

会
を
開
催
し
た
。
出
席
者
は
浜
谷

会
長
を
は
じ
め
役
員
町
村
長
十
一

人
。

　

理
事
会
で
は
、
全
国
町
村
会
表

彰
規
程
に
よ
る
自
治
功
労
者
の
推

薦
な
ど
三
件
の
事
項
を
協
議
し
た
。

　

県
は
十
二
月
二
十
三
日
、
青
森

市
の
ラ
・
プ
ラ
ス
青
い
森
で
医
師

不
足
対
策
に
関
す
る
町
村
長
と
県

健
康
福
祉
部
の
意
見
交
換
会
を
開

催
し
た
。
県
側
か
ら
有
賀
健
康
福

祉
部
長
ほ
か
関
係
職
員
、
本
会
か

ら
浜
谷
会
長
を
は
じ
め
、
県
内
二

十
七
町
村
長
（
代
理
含
む
）
が
出

席
し
た
。

　

意
見
交
換
会
は
、
有
賀
部
長
か

ら
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
県
健
康
福

祉
部
か
ら
本
県
の
医
師
不
足
の
状

況
や
医
師
の
働
き
方
改
革
に
つ
い

て
、
ま
た
、
弘
前
大
学
医
師
修
学

資
金
支
援
事
業
の
現
況
等
に
つ
い

て
説
明
が
あ
っ
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
本
会
の
浜
谷

会
長
が
、
弘
前
大
学
医
師
修
学
資

金
貸
与
者
の
町
村
部
へ
の
配
置
等

に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
た
ほ
か
、

町
村
長
か
ら
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
へ
き
地
医
療
の
モ
デ
ル
事
業

へ
の
取
組
や
、
修
学
資
金
支
援
事

業
の
具
体
的
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
必
要
性
等
に
つ
い
て
の
意
見

が
出
さ
れ
た
。

　

協
議
事
項
は
次
の
と
お
り
。

協
議
事
項

○
全
国
町
村
会
表
彰
規
程
に
よ
る

自
治
功
労
者
の
推
薦
に
つ
い
て
＝

自
治
功
労
者
と
し
て
三
名
を
推
薦

す
る
。

○
青
森
県
町
村
会
表
彰
規
程
に
よ

る
被
表
彰
者
に
つ
い
て
＝
自
治
功

労
者
と
し
て
百
六
十
三
名
を
被
表

彰
者
と
す
る
。

○
県
選
出
国
会
議
員
と
の
懇
談
会

並
び
に
令
和
元
年
度
北
東
北
三
県

町
村
長
中
央
研
修
会
及
び
北
東
北

三
県
町
村
長
中
央
交
流
会
の
開
催

に
つ
い
て
＝
懇
談
会
は
十
一
月
二

　

本
会
、
岩
手
県
町
村
会
、
秋
田

県
町
村
会
は
三
者
合
同
に
よ
り
、

十
一
月
二
十
七
日
、
東
京
都
の
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
北
東
北

三
県
町
村
長
中
央
研
修
会
を
開
催

し
た
。
出
席
者
は
各
県
町
村
長
及

び
事
務
局
長
等
八
十
三
人
。

　

研
修
会
で
は
三
県
を
代
表
し
て

岩
手
県
町
村
会
の
山
本
会
長
の
あ

い
さ
つ
に
続
き
、
慶
応
義
塾
大
学

大
学
院
メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
研
究

科
教
授
の
岸
博
幸
氏
が
「
政
治
と

経
済
の
問
題
点
を
斬
る
」
と
題
し

講
演
し
た
。

十
六
日
、
研
修
会
及
び
交
流
会
は

十
一
月
二
十
七
日
全
国
町
村
長
大

会
終
了
後
に
開
催
す
る
。

自治功労者の
推薦等を決定

本
県
・
岩
手
・
秋
田
で
合
同
研
修

北
東
北
三
県
町
村
長
中
央
研
修
会

これからの町村行政と新たな圏域行政に関する特別決議
　全国の町村は、住民に最も身近な自治体として、地方自治の本旨である団体自治・
住民自治のもと、住民と行政が総力を結集して地域課題の解決、現場からの地方創生
の実現に向けて今まさに懸命に努力を傾注している。
　そして、我々町村は、それぞれの地域経営や行政運営のみならず、我が国の文化・
伝統の継承、食料やエネルギーの供給、水源かん養、国土の保全、都市と農山漁村の
交流促進など、国民生活にとって欠くことのできない重要な役割を担い続けている。
　今後も、全国の町村長は、これからの時代への強い危機感とともに新たな希望に向
けて、地域資源を活かし、地域の個性を磨き、「小さくとも多様な町村の価値」を向
上発展させるため、全力で挑戦し続ける決意である。
　このような中、国においては、新たな圏域行政の法制化とスタンダード化などを盛
り込んだ「自治体戦略2040構想」を公表し、この問題認識を受けスタートした「第32
次地方制度調査会」では、現在、後半の審議が鋭意行われているが、今後の審議の行
方によっては、団体自治・住民自治に基づく町村の存立基盤をゆるがしかねない恐れ
がある。
　特に、新たな圏域行政の推進は、連携やネットワーク化の名のもと、都市部を中心
とした行政の集約化・効率化につながることが強く懸念され、周縁部の町村を衰退に
追い込む危険性をはらんでいる。これは、「平成の大合併」の荒波の中で、苦渋の決
断を迫られた我々町村及び旧町村の教訓でもある。
　広域行政は、既に一部事務組合や広域連合、事務委託や定住自立圏等多くの選択肢
があるにもかかわらず、我々が納得できる十分な検証が行われないまま、新たな圏域
行政の法制度化が行われるならば、屋上屋を重ねるだけでなく、町村の自治権を大き
く損なうものである。
　我々全国の町村は、このような圏域行政の推進に断固反対する。

第４回理事会

　

医
師
不
足
対
策
で
意
見
交
換

町
村
長
と
県
健
康
福
祉
部
の
意
見
交
換
会

医師不足対策に関する意見を述べる浜谷会長
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会
議
は
、
県
側
か
ら
三
村
知
事

ほ
か
関
係
部
局
長
、
各
地
域
県
民

局
長
、
本
会
か
ら
浜
谷
会
長
を
は

じ
め
県
内
全
三
十
町
村
長
（
代
理

含
む
）
が
出
席
し
た
。

　

主
催
者
の
三
村
知
事
の
あ
い
さ

つ
に
続
き
、
浜
谷
会
長
が
県
に
対

す
る
提
言
を
述
べ
、
県
担
当
部
局

か
ら
は
、
当
日
回
答
の
項
目
に
対

す
る
所
見
が
述
べ
ら
れ
た
。（
概

要
は
後
述
の
と
お
り
）

　

次
に
、
県
・
町
村
共
通
の
政
策

課
題
と
し
て
、
県
提
出
の
「
住
民

主
体
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
基

盤
整
備
に
向
け
た
取
組
に
つ
い

て
」、本
会
提
出
の
「
青
森
の
『
食
』

と
『
観
光
』
の
連
携
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
活
発
な
議
論
が
行
わ

れ
た
。

本
会
提
言
に
対
す
る
県
所
見

（
会
議
当
日
回
答
分
、
一
部
抜
粋
。

項
目
番
号
は
左
記
の
提
言
項
目
番

号
に
符
合
）

１
．
地
方
創
生
の
推
進
に
つ
い
て

＝
今
年
度
は
、
現
行
の
「
地
方
版

総
合
戦
略
」
の
最
終
年
度
と
な
っ

て
い
る
。
七
月
十
一
日
に
は
県
の

方
で
市
町
村
担
当
課
へ
の
説
明
会

を
開
催
し
、
現
行
の
総
合
戦
略
の

効
果
の
検
証
や
、
次
期
総
合
戦
略

の
策
定
作
業
が
円
滑
に
行
わ
れ
る

よ
う
に
、
国
や
県
の
戦
略
の
策
定

方
針
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い

て
説
明
し
た
。
引
き
続
き
国
や
県

の
総
合
戦
略
の
策
定
状
況
等
に
つ

い
て
の
情
報
提
供
や
、
町
村
に
お

け
る
次
期
総
合
戦
略
の
策
定
に
向

け
て
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

　
「
未
来
を
変
え
る
元
気
事
業
費

補
助
金
」
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
三
億
円
を
確
保
し
、
各
市
町
村

の
総
合
戦
略
に
基
づ
く
取
組
を
強

力
に
支
援
し
て
い
き
た
い
。

５
．
医
療
・
保
健
・
福
祉
・
子
育

て
支
援
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

（
２
）
地
域
医
療
対
策
に
つ
い
て

＝
県
で
は
「
良
医
を
育
む
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
」
に
基
づ
き
、
医
師

不
足
の
解
消
と
医
師
の
県
内
定
着

を
図
る
各
種
施
策
に
取
り
組
ん
で

き
た
。

　

弘
前
大
学
医
師
修
学
資
金
の
貸

与
を
受
け
た
方
が
地
域
医
療
の
現

場
に
勤
務
し
始
め
て
お
り
、
今
後

も
多
く
の
卒
業
生
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
る
。
県
で
は
平
成
二
十
八
年

度
か
ら
、
修
学
資
金
特
別
枠
の
貸

与
を
受
け
た
方
の
町
村
立
医
療
機

関
へ
の
勤
務
義
務
を
規
定
の
中
に

明
確
化
し
た
ほ
か
、
町
村
会
の
地

域
医
療
対
策
協
議
会
委
員
へ
の
参

画
や
、
医
師
不
足
対
策
等
に
関
す

る
町
村
会
と
の
意
見
交
換
会
の
開

催
等
、
町
村
立
医
療
機
関
へ
の
配

置
に
向
け
た
取
組
を
行
っ
て
お
り
、

今
後
も
修
学
資
金
の
貸
与
を
受
け

た
方
の
町
村
部
勤
務
に
向
け
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

７
．
農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い

て
（
２
）
担
い
手
の
育
成
・
確
保
及

び
新
規
就
農
者
・
施
設
整
備
等
へ

の
支
援
の
強
化
に
つ
い
て
＝
県
で

は
本
年
九
月
、
県
議
会
と
と
も
に

国
に
対
し
て
「
農
業
次
世
代
人
材

投
資
事
業
」
の
継
続
と
十
分
な
予

算
の
確
保
に
つ
い
て
要
望
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
そ
の
後
、
国
か
ら
の

追
加
配
分
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
国

か
ら
は
不
足
分
に
つ
い
て
も
要
件

等
確
認
の
う
え
、
今
後
、
追
加
配

分
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

町村長と県が本会提言について意見交換

浜谷会長が本会の提言を説明

　

県
は
、
十
一
月
七
日
、
青
森
市
の
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ザ

ア
ラ
ス
カ
で
令
和
元
年
度
市
町
村
長
会
議
（
町
村
の
部
）
を

開
催
し
た
。

　

本
会
か
ら
浜
谷
会
長
を
は
じ
め
各
町
村
長
が
出
席
し
、
県

に
対
し
地
方
創
生
の
推
進
な
ど
十
一
項
目
の
提
言
事
項
を
説

明
し
、
実
現
を
強
く
訴
え
た
。

医療・保健・福祉・子育て支援施策の
推進など11項目を提言
住民主体の生活支援サービスの基盤整備に向けた取組、青森の住民主体の生活支援サービスの基盤整備に向けた取組、青森の
「食」と「観光」の連携について意見交換「食」と「観光」の連携について意見交換

令和元年度市町村長会議（町村の部）令和元年度市町村長会議（町村の部）
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（
７
）「
ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト
」
の
ブ

ラ
ン
ド
化
推
進
に
つ
い
て
＝
生
産

面
で
は
栽
培
面
積
を
令
和
七
年
度

ま
で
に
お
う
と
う
全
体
の
一
割
ま

で
拡
大
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
高

接
ぎ
や
改
植
に
よ
り
、
他
品
種
か

ら
の
転
換
を
誘
導
し
て
い
く
。

　

販
売
面
で
は
、
来
年
度
に
向
け

注
目
度
の
高
い
首
都
圏
に
お
い
て

全
国
デ
ビ
ュ
ー
イ
ベ
ン
ト
を
行
う

ほ
か
、
高
級
百
貨
店
な
ど
影
響
力

の
高
い
店
舗
と
取
引
す
る
こ
と
に

よ
り
、
認
知
度
と
ブ
ラ
ン
ド
力
の

向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

補
助
制
度
に
つ
い
て
は
、
ま
と

ま
り
の
あ
る
産
地
に
つ
い
て
は
国

の
果
樹
経
営
支
援
対
策
事
業
や
産

地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
の
活
用
を

促
し
、
ま
た
、
国
の
補
助
対
象
と

な
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
県

単
独
事
業
に
よ
り
新
植
や
雨
よ
け

施
設
な
ど
の
整
備
を
支
援
し
て
い

く
。

（
11
）
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
資

源
管
理
に
つ
い
て
＝
国
全
体
の
漁

獲
枠
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
関
係
団
体
と
連
携
し
て
国
に

要
望
し
て
い
き
、
ま
た
、
未
消
化

分
の
繰
越
の
配
分
に
当
た
っ
て
は
、

各
県
の
漁
獲
実
績
や
漁
獲
枠
の
遵

守
状
況
な
ど
に
応
じ
て
、
不
公
平

が
生
じ
な
い
よ
う
国
に
働
き
掛
け

て
い
き
た
い
。

８
．
社
会
基
盤
の
整
備
促
進
等
に

つ
い
て

（
１
）
防
災
・
減
災
・
老
朽
化
対

策
に
つ
い
て
＝
防
災
・
減
災
対
策

の
関
係
で
、
平
成
二
十
八
年
か
ら

市
町
村
広
域
連
携
、
災
害
備
蓄
、

防
災
拠
点
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
し
、
そ
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え

て
協
定
の
締
結
や
計
画
の
策
定
な

ど
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も

市
町
村
の
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

　

イ
ン
フ
ラ
の
長
寿
命
化
の
事
業

の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
地
方
財

政
措
置
と
し
て
公
共
施
設
等
適
正

管
理
推
進
事
業
債
が
設
け
ら
れ
て

お
り
、
今
年
度
か
ら
道
路
橋
り
ょ

う
の
改
修
事
業
も
対
象
事
業
に
追

加
さ
れ
る
な
ど
、
順
次
制
度
の
拡

充
が
図
ら
れ
て
い
る
た
め
、
町
村

に
お
い
て
も
積
極
的
な
ご
活
用
を

お
願
い
し
た
い
。

三村知事が県と町村とのより一
層の連携を呼びかける

令和元年度市町村長会議（町村の部）提言項目
１　

地
方
創
生
の
推
進
に
つ
い
て

２　

町
村
財
政
基
盤
の
充
実
強
化
に
つ
い
て

　
（
１
）
地
方
交
付
税
等
の
一
般
財
源
総
額
の
確
保

　
（
２
）
地
方
の
基
金
残
高
の
増
加
傾
向
を
理
由
と

し
て
地
方
交
付
税
総
額
の
削
減
を
行
わ
な
い
こ

と

　
（
３
）
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
の
現
行
制
度
の
堅
持

　
（
４
）
地
方
債
の
元
利
償
還
の
財
源
措
置

３　

電
子
行
政
の
推
進
に
つ
い
て

４　

海
岸
漂
着
物
等
の
対
策
に
つ
い
て

　
（
１
）
海
岸
漂
着
物
等
の
回
収
・
処
理
対
策
に
つ

い
て

　
（
２
）
国
外
か
ら
の
漂
着
木
造
船
等
対
策
に
つ
い

て

５　

医
療
・
保
険
・
福
祉
・
子
育
て
支
援
施
策
の
推

進
に
つ
い
て

　
（
１
）
総
合
的
な
子
育
て
支
援
対
策
の
推
進
に
つ

い
て

　
（
２
）
地
域
医
療
対
策
に
つ
い
て

　
（
３
）
広
域
的
救
急
医
療
対
策
に
つ
い
て

６　

雇
用
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

７　

農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

　
（
１
）
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
農
林

水
産
業
対
策
に
つ
い
て

　
（
２
）
担
い
手
の
育
成
・
確
保
及
び
新
規
就
農
者
・

施
設
整
備
等
へ
の
支
援
の
強
化
に
つ
い
て

　
（
３
）「
青
天
の
霹
靂
」
の
ブ
ラ
ン
ド
確
立
と
県
産

米
の
評
価
向
上
に
つ
い
て

　
（
４
）
米
政
策
改
革
に
つ
い
て

　
（
５
）
り
ん
ご
黒
星
病
防
除
対
策
の
強
化
に
つ
い

て

　
（
６
）
り
ん
ご
経
営
安
定
対
策
等
の
推
進
に
つ
い

て

　
（
７
）「
ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
に

つ
い
て

　
（
８
）
県
産
農
林
水
産
品
の
販
路
拡
大
と
６
次
産

業
化
等
に
つ
い
て

　
　

①
販
路
拡
大
等
に
つ
い
て

　
　

②
輸
出
拡
大
に
つ
い
て

　
（
９
）
適
切
な
森
林
整
備
と
県
産
材
の
利
用
促
進

等
に
つ
い
て

　
（
10
）
野
生
鳥
獣
被
害
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

　
（
11
）
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
資
源
管
理
に
つ
い

て

８　

社
会
基
盤
の
整
備
促
進
等
に
つ
い
て

　
（
１
）
防
災
・
減
災
・
老
朽
化
対
策
に
つ
い
て

　
（
２
）
道
路
の
整
備
促
進
及
び
道
路
整
備
予
算
の

確
保
に
つ
い
て

　
（
３
）
主
要
幹
線
道
路
等
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

　
（
４
）
下
北
半
島
地
域
に
お
け
る
道
路
交
通
網
等

の
整
備
促
進
に
つ
い
て

　
（
５
）
市
町
村
道
除
排
雪
費
の
確
保
に
つ
い
て

　
（
６
）
函
館
〜
大
間
フ
ェ
リ
ー
航
路
の
恒
久
的
運

航
に
向
け
た
制
度
の
確
立
に
つ
い
て

　
（
７
）
一
級
河
川
岩
木
川
及
び
馬
淵
川
の
整
備
促

進
等
に
つ
い
て

９　

観
光
客
誘
客
対
策
の
強
化
に
つ
い
て

10 

原
子
力
施
設
の
安
全
対
策
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
に
つ
い
て

11 

少
人
数
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
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青 森 県 町 村 長 等 名 簿 令和元年12月26日現在　
町村数30町村（22町８村）

区　分
町村 町　村　長　氏　名 生年月日 当選

回数
任期満了
年 月 日 副町村長氏名

東
郡

平 内 町 船　　橋　　茂　　久 S24. 7.17 ３ Ｒ５.11.14 山　　田　　光　　昭
今 別 町 中　　嶋　　久　　彰 S30. 7.18 １ Ｒ３.10.12
外 ヶ 浜 町 山　　﨑　　結　　子 S56. 6.21 １ Ｒ３. 4.23
蓬 田 村 久　　慈　　修　　一 S25. 8. 1 ２ Ｒ３.11. 8 工　　 　　洋　　一

西
郡

鰺 ヶ 沢 町 平　　田　　　　　衛 S34.11. 1 １ Ｒ３.12.26 加　　藤　　隆　　之
深 浦 町 吉　　田　　　　　満 S28. 9. 9 ３ Ｒ２.12.20 菊　　池　　雄　　司

中郡 西 目 屋 村 関　　　　　和　　典 S42. 2.24 ４ Ｒ４. 2.25

南
郡

藤 崎 町 平　　田　　博　　幸 S32. 6. 2 ３ Ｒ５.11.19 五 十 嵐　　　　　晋
大 鰐 町 山　　田　　年　　伸 S27. 3.11 ３ Ｒ４. 7.21
田 舎 館 村 鈴　　木　　孝　　雄 S12. 2.10 ４ Ｒ２.11.17 葛　　西　　幸　　男

北
郡

板 柳 町 成　　田　　　　　誠 S28. 3. 4 ２ Ｒ５. 4.29 村　　上　　孝　　夫
鶴 田 町 相　　川　　正　　光 S28.10.29 ２ Ｒ４. 8.20 成　　田　　正　　利
中 泊 町 濱　　舘　　豊　　光 S34.10. 3 １ Ｒ３. 4.23 横　　野　　彰　　吾

上
北
郡

野 辺 地 町 野　　村　　秀　　雄 S38. 4.15 １ Ｒ５.10.26
七 戸 町 小　　又　　　　　勉 S24. 1. 2 ４ Ｒ３. 4.23 高　　坂　　信　　一
六 戸 町 吉　　田　　　　　豊 S25. 3.28 ７ Ｒ２. 1.27
横 浜 町 野　　坂　　　　　充 S26. 1.31 ４ Ｒ２.12.11 新　　渡　　喜　　広
東 北 町 蛯　　名　　鉱　　治 S34. 9.23 １ Ｒ３. 4.23 向　　井　　正　　弘
お い ら せ 町 成　　田　　　　　隆 S26. 2. 4 ２ Ｒ４. 3.25 小　　向　　仁　　生
六 ヶ 所 村 戸　　田　　　　　衛 S22. 1.28 ２ Ｒ４. 7. 6 橋　　本　　　　　晋

下
北
郡

大 間 町 金　　澤　　満　　春 S25. 3. 9 ４ Ｒ３. 1.18 菊　　池　　武　　利
東 通 村 越　　善　　靖　　夫 S17. 1. 7 ６ Ｒ３. 4.12 林　　　　　春　　美
風 間 浦 村 冨　　岡　　　　　宏 S37. 4.27 １ Ｒ３. 2.18
佐 井 村 樋　　口　　秀　　視 S26. 4.10 ２ Ｒ４. 4.26 田 名 部　　二　　郎

三
戸
郡

三 戸 町 松　　尾　　和　　彦 S38. 5. 9 １ Ｒ２.12.15 馬　　場　　浩　　治
五 戸 町 若　　宮　　佳　　一 S41.12.30 １ Ｒ５. 6.26 大 久 保　　　　　均
田 子 町 山　　本　　晴　　美 S39. 4.10 ２ Ｒ２. 1.14 原　　　　　昌　　德
南 部 町 工　　藤　　祐　　直 S30. 5.22 ６ Ｒ４. 2.11 佐 々 木　　俊　　昭
階 上 町 浜　　谷　　豊　　美 S31. 8.23 ４ Ｒ３.12.23 沼　　沢　　範　　雄
新 郷 村 櫻　　井　　雅　　洋 S27. 5.25 １ Ｒ３. 5.28

　

任
期
満
了
に
伴
う
平
内
町
長
選

挙
は
、
十
月
十
五
日
告
示
さ
れ
、

現
職
の
船
橋
茂
久
氏
（
70
）
が
無

投
票
で
三
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

〈
略
歴
〉
県
中
南
地
域
県
民
局
地

域
連
携
部
長

　

任
期
満
了
に
伴
う
野
辺
地
町
長

選
挙
は
、
十
月
六
日
、
投
開
票
が

行
わ
れ
、
新
人
の
野
村
秀
雄
氏

（
56
）が
初
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

〈
略
歴
〉
町
議
会
議
員

　

任
期
満
了
に
伴
う
田
子
町
長
選

挙
は
、
十
二
月
二
十
二
日
、
投
開

票
が
行
わ
れ
、
現
職
の
山
本
晴
美

氏（
55
）が
三
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

〈
略
歴
〉
町
議
会
副
議
長

平
内
町
長

船ふ
な

橋は
し

茂し
げ

久ひ
さ　

氏

野
辺
地
町
長

野の

村む
ら

秀ひ
で

雄お　

氏

田
子
町
長

山や
ま

本も
と

晴は
る

美み　

氏

町
村
長
選
挙
結
果



９

　

本
会
は
十
月
二
十
九
日
、
青
森

市
の
県
共
同
ビ
ル
で
負
担
金
等
委

員
会
を
開
催
し
た
。
出
席
者
は
浜

谷
会
長
を
は
じ
め
委
員
の
町
村
長

九
人
。

　

本
委
員
会
は
、
各
町
村
の
非
常

に
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
財
政

を
さ
ら
に
圧
迫
す
る
法
令
外
負
担

金
等
の
負
担
内
容
を
明
確
化
し
、

町
村
行
財
政
の
安
定
と
効
率
的
運

営
を
図
る
た
め
開
催
す
る
も
の
。

　

令
和
二
年
度
の
法
令
外
負
担
金

規
制
団
体
は
四
十
四
団
体
（
対
前

年
度
比　

一
団
体
減
）
で
、
総
額

九
千
四
十
万
千
七
百
四
十
円
の
回

答
が
あ
り
、
審
議
の
結
果
、
令
和

二
年
度
の
負
担
金
額
は
、
各
団
体

か
ら
提
出
が
あ
っ
た
負
担
金
額
ど

お
り
決
定
し
た
。

　

ま
た
会
議
で
は
、
各
法
令
外
団

体
は
新
た
な
視
点
で
目
的
や
事
業

の
抜
本
的
な
検
討
・
協
議
が
必
要

で
あ
る
と
の
認
識
の
下
、
各
法
令

外
団
体
に
対
し
、
次
の
事
項
を
申

し
入
れ
す
る
こ
と
と
し
た
。

１
．
経
費
節
減
や
予
算
に
お
け
る

繰
越
金
等
を
含
め
た
団
体
運
営

の
あ
り
方
に
つ
い
て
常
日
頃
か

ら
見
直
し
を
し
、
町
村
負
担
金

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
を

求
め
る
の
件
＝
歳
入
総
額
八
億
四

百
十
四
万
八
千
余
円
に
対
し
て
歳

出
総
額
七
億
九
千
三
百
七
十
三
万

八
千
余
円
で
、
歳
入
歳
出
差
引
額

千
四
十
一
万
余
円
。

○
議
案
第
二
号　

平
成
三
十
年
度

青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
市

町
村
税
等
滞
納
整
理
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
を
求
め
る
の

件
＝
歳
入
総
額
八
千
三
百
三
万
七

千
余
円
に
対
し
て
歳
出
総
額
七
千

六
百
八
万
千
余
円
で
、
歳
入
歳
出

差
引
額
六
百
九
十
五
万
五
千
余
円
。

○
議
案
第
三
号　

令
和
元
年
度
青

森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
一
般

会
計
補
正
予
算
（
補
正
第
一
号
）

案
＝
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
千
百
五
十
九

万
三
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
八
億
八
千
六
百
九
十
九
万
九
千

円
と
す
る
。

○
議
案
第
四
号　

青
森
県
市
町
村

総
合
事
務
組
合
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
案
＝
地
方
公
務

員
法
及
び
地
方
自
治
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
が
令
和
二
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴

う
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
導

入
の
た
め
、
所
要
の
改
定
を
行
う

も
の
。

　

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
は
、

十
月
七
日
、
青
森
市
の
県
共
同
ビ

ル
で
第
二
回
組
合
議
会
定
例
会
を

開
催
し
た
。
出
席
者
は
浜
谷
管
理

者
を
は
じ
め
議
員
等
の
市
町
村
長

九
人
。

　

定
例
会
で
は
、
議
案
四
件
を
審

議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
承

認
・
決
定
し
た
。

○
議
案
第
一
号　

平
成
三
十
年
度

青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
一

　

県
は
十
月
三
十
日
、
県
共
同
ビ

ル
で
令
和
元
年
度
医
師
修
学
資
金

支
援
事
業
検
討
委
員
会
を
開
催
し

た
。
出
席
者
は
本
会
の
原
田
常
務

理
事
を
は
じ
め
委
員
五
人
。

　

委
員
会
で
は
県
医
療
薬
務
課
か

ら
令
和
元
年
度
事
業
実
施
状
況
、

令
和
二
年
度
事
業
実
施
計
画
、
修

学
資
金
被
貸
与
者
の
状
況
、
弘
前

大
学
医
学
部
入
学
者
の
状
況
等
に

つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

令
和
二
年
度
の
事
業
費
に
つ
い
て
、

「
令
和
二
年
度
は
百
五
十
九
人
に

対
し
貸
与
を
予
定
し
て
い
る
。
市

町
村
負
担
金
の
算
出
基
礎
に
つ
い

て
は
例
年
同
様
人
口
割
と
す
る
が
、

繰
越
分
が
負
担
金
に
充
当
さ
れ
る

た
め
、
一
時
的
に
負
担
金
額
が
減

少
す
る
見
込
み
で
あ
る
。」
と
説

明
し
た
。

　

医
師
と
し
て
勤
務
し
て
い
る
卒

業
生
の
う
ち
、
町
村
部
の
指
定
医

療
機
関
へ
の
配
置
に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
よ
り
二
人
増
の
五
人
と
な

り
、
町
村
部
の
指
定
医
療
機
関
す

べ
て
に
配
属
さ
れ
た
。

44団体の次年度負担金を審査

令
和
二
年
度
法
令
外
負
担
金
を
審
査

負
担
金
等
委
員
会

平
成
三
十
年
度
の
決
算
を
認
定

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

医師修学資金
支援事業

検討委員会を
開催

の
減
額
に
努
め
る
こ
と
。

２
．
町
村
負
担
金
は
、
本
会
の
決

定
額
を
上
限
と
し
、
事
業
費
等

の
増
額
に
連
動
し
町
村
負
担
総

額
を
増
額
し
な
い
こ
と
。

３
．
会
員
市
町
村
数
等
の
減
少
に

伴
い
、
均
等
割
負
担
金
を
増
額

し
な
い
こ
と
。
ま
た
、
賦
課
基

準
と
す
る
数
値
が
減
少
し
た
場

合
は
、
現
行
の
町
村
負
担
金
を

維
持
す
る
た
め
、
賦
課
基
準
の

単
価
を
増
額
し
な
い
こ
と
。

４
．
他
団
体
と
統
合
し
た
団
体
に

お
い
て
は
、
統
合
に
伴
う
事
務

運
営
の
効
率
化
に
よ
り
町
村
負

担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
。
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総
務
省
及
び
全
国
過
疎
問
題
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会
は
十
月

三
十
一
日
か
ら
十
一
月
一
日
、「
全

国
過
疎
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０

１
９
in
あ
お
も
り
」
を
開
催
し
た
。

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
過
疎
地

域
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
に
つ
い
て
、

更
な
る
議
論
を
深
め
る
と
と
も
に
、

全
国
の
優
れ
た
取
組
に
ふ
れ
、
参

加
者
相
互
の
交
流
を
図
る
な
ど
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
通
じ
て

将
来
に
向
け
た
取
組
を
考
え
る
契

機
と
す
る
た
め
開
催
さ
れ
た
。

　

一
日
目
は
青
森
市
の
リ
ン
ク
モ

　

そ
の
後
、
研
究
会
の
報
告
書
素

案
に
つ
い
て
県
か
ら
説
明
が
あ
り
、

委
員
か
ら
「
ス
マ
ー
ト
農
業
等
の

文
言
を
入
れ
て
は
ど
う
か
」「
人

材
育
成
に
必
要
な
『
拠
点
』（
交

流
の
場
）
の
重
要
性
を
記
載
す
べ

き
で
は
な
い
か
」「『
国
へ
の
提
案
』

に
て
、
本
県
の
独
自
性
を
出
せ
な

い
か
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

次
回
は
十
二
月
か
ら
二
月
上
旬

の
間
に
開
催
予
定
。

　

県
と
全
国
山
村
過
疎
地
域
振
興

連
盟
青
森
県
支
部
は
十
月
十
一
日
、

第
三
回
青
森
県
過
疎
対
策
研
究
会

を
県
庁
で
開
催
し
た
。

　

今
回
は
、
青
森
公
立
大
学
経
営

経
済
学
部
准
教
授
の
木
暮
祐
一
委

員
が
前
回
に
引
き
続
き
基
調
報
告

を
行
っ
た
。

を
受
け
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
東
京
農
業
大

学
教
授
、
日
本
事
業
構
想
研
究
所

代
表
理
事
の
木
村
俊
昭
氏
が｢

地

域
創
生 

成
功
の
方
程
式
―
『
五

感
六
育
』
事
業
構
想
と
実
現
―｣

と
題
し
講
演
を
行
っ
た
。

　

続
い
て
「
地
域
の
食
・
文
化
・

人
を
育
む
『
農
山
漁
村
』
を
守
る

〜
経
済
を
回
し
て
維
持
・
発
展
す

る
仕
組
み
づ
く
り
〜
」
を
テ
ー
マ

に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

法
政
大
学
現
代
福
祉
学
部
教
授
の

図
司
直
也
氏
、
パ
ネ
リ
ス
ト
は
株

式
会
社
紡
代
表
取
締
役
の
玉
沖
仁

美
氏
、
有
限
会
社
は
た
や
ま
夢
楽

代
表
取
締
役
社
長
の
小
松
圭
子
氏
、

株
式
会
社
百
姓
堂
本
舗
代
表
取
締

役
の
高
橋
哲
史
氏
、
合
同
会
社
南

部
ど
き
代
表
社
員
の
根
市
大
樹
氏

が
務
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
践
や
経

験
を
ま
じ
え
意
見
を
交
わ
し
た
。

　

二
日
目
の
分
科
会
で
は
、
優
良

事
例
発
表
、
取
組
事
例
紹
介
の
後
、

五
所
川
原
市
、
大
鰐
町
、
む
つ
市
、

七
戸
町
に
お
い
て
現
地
視
察
が
行

わ
れ
た
。

ア
平
安
閣
市
民
ホ
ー
ル
で
全
体
会

が
行
わ
れ
、
全
国
山
村
過
疎
地
域

振
興
連
盟
青
森
県
支
部
の
山
田
支

部
長
（
大
鰐
町
長
）
の
開
会
宣
言

に
続
き
、
境
総
務
省
大
臣
官
房
地

域
力
創
造
審
議
官
、
三
村
知
事
、

谷
衆
議
院
議
員
か
ら
あ
い
さ
つ
が

あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
優
良
事
例
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
総
務
大
臣
賞
の
「
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
お
お
わ
に
事
業
協
同
組

合
」
を
は
じ
め
、
九
事
例
が
表
彰

全
国
過
疎
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

２
０
１
９
in
あ
お
も
り
を
開
催

パ ネ リ ス ト

コーディネーター

第
３
回
過
疎
対
策

研
究
会
を
開
催

山田支部長が開会宣言

木村氏が基調講演

プロジェクトおおわに事業協同組合が総務大臣賞を受賞

法政大学現代福祉学部教授
図司氏

合同会社南部どき
根市氏

有限会社はたやま夢楽小
松氏

株式会社百姓堂本舗
高橋氏

株式会社紡
玉沖氏
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「
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
」、

「
地
産
地
消
拠
点
と
し
て
の
直
売
活
動
」

に
つ
い
て
学
ぶ

町
村
長
行
政
調
査
研
修

　

本
会
は
、
十
一
月
十
一
日
か
ら

十
三
日
ま
で
の
日
程
で
、
高
知
県

梼
原
町
及
び
愛
媛
県
大
洲
市
の
た

い
き
産
直
市
「
愛
た
い
菜
」
の
行

政
調
査
研
修
を
実
施
し
、
二
十
三

人
の
町
村
長
が
参
加
し
た
。

高
知
県
梼
原
町

　

高
知
県
の
西
北
部
で
愛
媛
県
と

の
県
境
に
位
置
す
る
梼
原
町
は
、

面
積
の
九
十
一
％
が
森
林
で
、
人

口
は
約
三
千
五
百
人
。
研
修
で
は
、

吉
田
尚
人
町
長
か
ら
、
小
さ
な
拠

点
で
生
き
る
仕
組
み
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
。

　

梼
原
町
で
は
、
住
民
が
主
体
と

な
っ
て
「
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
」

に
お
い
て
地
域
の
課
題
解
決
の
た

め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
移
住
・
定
住
を
促
進
す

る
た
め
、
住
民
が
所
有
す
る
空
き

家
を
町
が
借
り
入
れ
、
整
備
す
る

こ
と
で
移
住
者
が
す
ぐ
に
住
め
る

環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

　

現
地
視
察
で
は
、
著
名
な
建
築

家
で
あ
る
隈
研
吾
氏
の
設
計
に
よ

る
町
産
材
を
活
用
し
た
役
場
庁
舎
、

複
合
福
祉
施
設
、
図
書
館
な
ど
を

見
学
し
た
。

た
い
き
産
直
市
「
愛
た
い
菜
」

　

Ｊ
Ａ
愛
媛
た
い
き
が
整
備
し
た

「
愛
た
い
菜
」
は
大
洲
特
産
の
新

鮮
野
菜
が
主
力
商
品
で
あ
る
。
大

洲
市
で
は
平
成
二
十
四
年
よ
り
学

校
給
食
の
地
産
地
消
を
進
め
て
お

り
、
地
産
地
消
率
は
平
成
二
十
年

度
の
十
八
・
一
％
か
ら
平
成
二
十

四
年
度
は
六
十
二
・
一
％
と
大
き

く
伸
び
て
い
る
。
ま
た
、
食
材
の

利
用
者
と
の
情
報
交
換
を
密
に
行

い
、
出
荷
者
に
は
学
校
給
食
へ
の

食
材
供
給
の
意
義
と
必
要
性
を
伝

え
、
安
定
供
給
体
制
の
構
築
を

図
っ
て
い
る
。

　

十
一
月
三
十
日
、
十
二
月
一
日

の
両
日
、
全
国
の
町
村
が
一
堂
に

会
し
、
特
産
品
や
観
光
資
源
等

の
「
宝
」
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
全
国
町
村
会
主

催
の
イ
ベ
ン
ト
「
町
イ
チ
！
村
イ

チ
！
２
０
１
９
〜
町
村
か
ら
日
本

を
元
気
に
す
る
〜
」
が
、
東
京
国

際
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
有
楽
町
駅
前
広

場
の
二
会
場
で
開
催
さ
れ
た
。

　

今
回
は
、
全
国
九
百
二
十
六
町

村
の
う
ち
、
三
百
八
十
町
村
（
本

県
十
町
村
含
む
）
が
参
加
し
、
二

日
間
で
過
去
最
高
の
五
万
三
千
人

の
来
場
者
が
あ
っ
た
。
展
示
・
販

売
コ
ー
ナ
ー
に
は
全
国
各
地
の
特

産
品
が
出
品
さ
れ
た
ほ
か
、「
町

イ
チ
！
村
イ
チ
！
食
堂
」
で
の
郷

土
料
理
の
販
売
や
、
ご
当
地
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
出
演
、
郷
土
芸
能
・

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
披
露
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
出
展
町
村
が
「
イ
チ

押
し
」
を
披
露
し
た
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
特
別
委
員
会

は
、
十
月
三
日
か
ら
四
日
ま
で
の

日
程
で
令
和
元
年
度
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
に
関
す
る
視
察
研
修
を
実
施

し
た
。

　

本
会
で
は
、
本
県
に
原
子
力
施

設
が
設
置
さ
れ
事
業
が
進
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
村
長
が
原

子
力
並
び
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の

理
解
を
深
め
る
た
め
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

そ
の
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
視
察

研
修
を
実
施
し
て
い
る
。

　

視
察
に
は
町
村
長
十
七
人
が
参

加
し
、
東
京
電
力
廃
炉
資
料
館
、

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
、
日
本

原
子
力
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｅ

Ａ
）
楢
葉
遠
隔
技
術
開
発
セ
ン

タ
ー
な
ど
を
視
察
し
た
。

　

二
日
間
の
視
察
に
よ
り
、
参
加

し
た
町
村
長
は
原
発
事
故
当
時
の

状
況
や
福
島
第
一
原
発
の
現
状
、

Ｖ
Ｒ
シ
ス
テ
ム
や
実
規
模
試
験
エ

リ
ア
な
ど
の
遠
隔
技
術
開
発
環
境

を
直
接
見
聞
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
へ
の
理
解
を
深
め
た
。

町村町村のの自慢自慢のの
グルメ・物産グルメ・物産がが
大集合！大集合！

町イチ！村イチ！ 2019

賑わう展示・販売コーナー

梼原町の取り組みの説明を受ける町村長

階上町の「あぶらめくん」が町をＰＲ

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
、

楢
葉
遠
隔
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
を
視
察

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
特
別
委
員
会
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第
一
回
で
は
、
平
成
の
大
合
併

に
よ
り
町
村
数
が
全
国
的
に
急
減

し
た
一
方
で
、
本
県
に
お
い
て
は

町
村
数
の
減
少
が
他
県
よ
り
も
比

較
的
少
な
く
、
町
村
数
が
比
較
的

多
い
県
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。

　

も
と
よ
り
、
市
町
村
合
併
の
目

的
は
、
行
財
政
基
盤
の
強
化
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
の
向
上
や

広
域
的
な
街
づ
く
り
の
推
進
等
に

よ
り
、
地
域
の
魅
力
度
を
高
め
る

と
と
も
に
、
持
続
的
な
行
政
体
制

の
構
築
を
推
進
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま
え
た

上
で
、
昨
今
全
国
的
に
最
大
の
課

題
で
あ
る
人
口
減
少
と
市
町
村
合

併
と
の
関
係
に
つ
い
て
み
て
い
く
。

　

図
は
、
平
成
二
十
六
年
か
ら
三

十
年
ま
で
の
過
去
五
年
間
に
お
け

る
各
都
道
府
県
の
平
均
人
口
増
減

率
と
市
町
村
合
併
に
よ
る
町
村
の

減
少
率
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
図
か
ら
み
る
と
、
全
国
的
に

人
口
が
増
加
し
て
い
る
県
は
、
東

京
都
が
突
出
し
て
お
り
、
首
都
圏

の
神
奈
川
県
、
千
葉
県
、
埼
玉
県

等
七
都
県
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
本
県
は
、
秋
田
県
に
次
い
で
、

全
国
で
二
番
目
に
人
口
減
少
率
が

高
い
県
と
な
っ
て
お
り
、
山
形
県
、

岩
手
県
、
福
島
県
も
本
県
よ
り
は

減
少
率
は
低
い
も
の
の
、
全
国
的

に
は
宮
城
県
を
除
い
て
、
東
北
各

県
は
人
口
減
少
率
が
高
く
な
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

次
に
、
人
口
減
少
率
と
合
併
に

よ
る
町
村
の
減
少
率
と
の
関
係
を

み
て
み
る
。

　

ま
ず
全
国
的
に
合
併
が
進
ん
だ

県
の
状
況
を
み
る
と
、
町
村
減
少

率
ト
ッ
プ
の
大
分
県
が
意
外
に
人

口
減
少
率
が
高
く
、
次
い
で
町
村

減
少
率
が
高
い
新
潟
県
、
長
崎
県

は
、
全
国
的
に
み
て
本
県
も
含
む

人
口
減
少
率
が
高
い
グ
ル
ー
プ
に

属
す
る
。
ま
た
一
方
で
、
滋
賀
県
、

広
島
県
の
よ
う
に
人
口
減
少
率
が

低
い
県
も
存
在
す
る
な
ど
、
町
村

の
減
少
率
と
人
口
増
減
率
に
は
一

定
の
関
係
性
が
み
ら
れ
な
い
状
況

に
み
え
る
。（
図
の
楕
円
部
分
）

　

こ
こ
か
ら
は
、
町
村
減
少
率
と

人
口
増
減
率
に
つ
い
て
、
回
帰
分

析
と
い
う
統
計
的
な
手
法
を
用
い

て
み
て
み
る
。

　
「
回
帰
分
析
」
は
、
分
析
し
よ

う
と
す
る
数
値
（
被
説
明
変
数
）

を
、
様
々
な
因
果
関
係
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
数
値
（
説
明
変
数
）

に
よ
っ
て
推
計
す
る
手
法
で
あ
る
。

　
　
　
　

　

こ
れ
に
よ
り
、
町
村
減
少
率
を

説
明
変
数
と
し
て
、
人
口
増
減
率

を
推
計
す
る
と
、
次
頁
の
図
中
に

示
さ
れ
る
よ
う
な
右
下
が
り
の
推

計
式
が
得
ら
れ
る
。

　

右
下
が
り
と
い
う
こ
と
は
、
市

町
村
合
併
が
進
ん
だ
地
域
ほ
ど
、

人
口
減
少
率
が
高
い
と
い
う
想
定

外
の
結
果
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
推
計
式
が
ど
れ
だ
け
全
体
を

説
明
で
き
る
か
を
示
す
指
標
で
あ

る
決
定
係
数
が
、
〇
・
〇
九
と
極

め
て
低
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ

の
右
下
が
り
と
い
う
関
係
も
統
計

的
に
は
、
あ
ま
り
有
意
性
を
も
た

な
い
こ
と
と
な
る
。
た
だ
、
東

京
都
を
は
じ
め
と
し
た
首
都
圏

（
神
奈
川
県
、
千
葉
県
、
埼
玉
県
）、

大
阪
圏
（
兵
庫
県
、
京
都
府
、
奈

良
県
）
に
つ
い
て
は
、
町
村
合
併

の
効
果
も
他
の
道
県
と
異
な
る
は

ず
で
あ
り
（
ス
ピ
ル
オ
ー
バ
ー

効
果
の
存
在
な
ど
）、
そ
れ
を
考

慮
し
た
回
帰
式
に
よ
れ
ば
、
決
定

係
数
が
〇
・
二
八
ま
で
に
改
善
し
、

町
村
減
少
率
が
高
い
ほ
ど
人
口
減

少
率
が
高
い
、
と
い
う
依
然
右
下

が
り
の
関
係
が
あ
る
こ
と
が
統
計

的
に
も
確
認
で
き
る（
参
考
参
照
）。

　

し
か
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
検
討

か
ら
少
な
く
と
も
い
え
る
こ
と
は
、

市
町
村
合
併
が
進
ん
だ
こ
と
で
、

道
府
県
全
体
の
人
口
減
少
を
く
い

止
め
る
よ
う
な
関
係
性
は
少
な
く

と
も
現
状
で
は
み
ら
れ
な
い
と
こ

ろ
で
あ
り
、
む
し
ろ
、
そ
の
逆
で
、

首
都
圏
な
ど
の
特
殊
要
因
を
考
慮

す
る
と
、
市
町
村
合
併
が
進
む
と
、

人
口
減
少
も
進
む
と
い
う
関
係
性

も
み
て
と
れ
る
。

　

換
言
す
れ
ば
、
市
町
村
合
併
に

よ
り
、
結
果
と
し
て
都
道
府
県
全

体
と
し
て
の
魅
力
度
が
増
し
、
そ

れ
が
人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
力

と
な
る
、
と
い
う
流
れ
に
は
至
っ

て
い
な
い
現
状
で
あ
る
。

　

全
国
的
に
み
て
町
村
数
の
減
少

が
少
な
か
っ
た
本
県
と
し
て
は
、

こ
の
結
果
を
ど
う
受
け
止
め
る
の

か
。

　

言
え
る
こ
と
は
、
全
国
六
番
目
、

三
十
町
村
数
を
有
す
る
こ
の
財
産

を
、
最
大
限
発
揮
し
て
い
く
た
め

の
取
組
が
重
要
で
あ
る
。

　

次
回
は
、
本
県
三
十
町
村
地
域

の
県
内
経
済
に
占
め
る
役
割
に
つ

い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

（
業
務
共
済
課
）

〈
高
い
東
北
各
県
の人口

減
少
率
〉

〈
市
町
村
合
併
が
進
ん
で
も
人

口
減
少
率
が
高
い
県
も
多
く

存
在
〉

〈
市
町
村
合
併
が
人
口
減
少
を

く
い
止
め
る
力
に
は
な
り
得

て
い
な
い
現
状
〉

〈
市
町
村
合
併
が
進
め
ば
、

人
口
減
少
率
が
高
ま
る
？
〉

（第二回）
～市町村合併は～市町村合併は

　人口減少を　人口減少をくい止めるか～くい止めるか～

統計でみる
青森県の町村
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※ダミー変数は、東京圏（東京、神奈川、埼玉県、千葉県）及び大阪圏（大阪府、兵庫県、京都府、奈良県）の説明変数を１、それ以外の道
県を０とした。

決定係数 回帰の有意性
（有意Ｆ）

係　数

切片 町村減少率 東京圏等
ダミー変数※

町村減少率と人口増減率の
回帰分析（上図） 0.09 4.36% -0.12 -0.56 －

上記において、東京圏及び
大阪圏の影響を考慮 0.28 0.07% -0.47 -0.14 0.55

参考　回帰分析結果

図　町村合併の進展（町村減少率）と各都道府県の人口増減率

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県
群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県 島根県

岡山県

広島県

山口県徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県
大分県

宮崎県
鹿児島県

沖縄県

-1.50%

-1.00%

-0.50%

0.00%

0.50%

1.00%

資料：総務省「人口推計」

町村減少率

人
口
増
減
率
（
Ｈ
26
〜
Ｈ
30
平
均
）

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

　＝-0.56　-0.12

決定係数 2 = 0.09 回帰式 = ‒0.56 ‒0.12

（単位：％）
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江
戸
時
代
が
発
祥
と
さ
れ
る

「
荒
馬
」
は
田
植
え
後
の
神
送
り
、

サ
ナ
ブ
リ
行
事
と
し
て
伝
承
さ
れ

て
き
た
今
別
町
の
伝
統
芸
能
で
す
。

町
内
に
は
今
別
荒
馬
保
存
会
、
大

川
平
荒
馬
保
存
会
、
二
股
荒
馬
保

存
会
の
三
団
体
が
あ
り
、
い
ず
れ

も
青
森
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。「
荒
馬
ま

つ
り
」
は
、
毎
年
八
月
上
旬
に
開

催
さ
れ
、
馬
役
の
男
性
と
手
綱
を

取
る
女
性
が
一
対
と
な
っ
て
荒
々

し
く
跳
ね
回
り
、
夏
を
彩
っ
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
人
口
二
千
六
百
人
程
、

高
齢
化
率
が
五
十
％
を
超
え
過
疎

高
齢
化
が
進
む
今
別
町
で
は
、
青

函
ト
ン
ネ
ル
の
建
設
が
終
了
し
た

こ
ろ
か
ら
地
域
の
担
い
手
が
減
少

し
、
荒
馬
の
継
承
が
危
ぶ
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
三
十
年
程

前
か
ら
荒
馬
を
通
し
て
東
京
都
の

小
学
生
や
全
国
各
地
の
大
学
生
等

と
の
交
流
が
始
ま
り
、
現
在
で
は

学
生
に
加
え
大
学
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

を
含
め
毎
年
三
百
人
以
上
が
来
訪

し
、「
関
係
人
口
」
と
し
て
地
域

の
賑
わ
い
創
出
及
び
伝
統
芸
能
の

継
承
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

　
「
荒
馬
」
は
伝
統
芸
能
と
し
て

の
価
値
の
み
な
ら
ず
、
関
係
人
口

に
よ
る
賑
わ
い
創
出
及
び
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
と
い
う
副
産

物
を
も
た
ら
す
地
域
資
源
で
あ
り
、

住
民
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な

い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

三
十
年
に
わ
た
る
町
外
の
児
童

や
学
生
等
と
の
関
わ
り
の
中
で
、

荒
馬
ま
つ
り
と
は

荒
馬
ま
つ
り
の
魅
力

ま

ち
づくりへ

の

東津軽郡

今
いま

別
べつ

町
まち

「
地
域
の
お
も
て
な
し
精
神
」
で
参
加
者
を
迎
え
る

荒あ
ら

馬ま

ま
つ
り
で
関
係
人
口
拡
大
中
！

　

今
別
町
の
郷
土
芸
能
の
「
荒
馬
ま
つ
り
」
は
毎
年
夏
に
開
催
さ
れ
、

地
元
住
民
だ
け
で
な
く
全
国
各
地
か
ら
若
者
の
参
加
者
が
増
え
、
関

係
人
口
が
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

大川平荒馬には交流が続く立命館大学生等も参加

今別荒馬
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学
生
等
を
「
お
か
え
り
」
と
言
っ

て
迎
え
入
れ
、
家
族
の
よ
う
に
も

て
な
す
「
地
域
の
お
も
て
な
し
精

神
」
も
荒
馬
で
培
わ
れ
た
副
産
物

で
あ
り
魅
力
の
一
つ
で
す
。
男
女

ペ
ア
で
演
舞
し
、
結
婚
に
至
る

カ
ッ
プ
ル
が
多
い
と
い
う
荒
馬
自

体
の
魅
力
と
「
地
域
の
お
も
て
な

し
精
神
」
が
関
わ
っ
て
き
た
多
く

の
人
を
惹
き
つ
け
て
い
ま
す
。

　

来
訪
し
た
学
生
た
ち
は
学
校
を

卒
業
後
も
今
別
町
と
関
わ
り
続
け
、

後
輩
に
荒
馬
や
今
別
町
の
魅
力
を

伝
え
て
引
き
連
れ
て
く
る
等
、
関

係
人
口
は
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

　
「
関
係
人
口
側
」
は
荒
馬
及
び

地
域
住
民
の
お
も
て
な
し
精
神
に

魅
力
を
感
じ
毎
年
来
訪
↓
地
元
住

民
は
「
学
生
た
ち
が
一
生
懸
命

や
っ
て
る
の
に
自
分
た
ち
が
応
え

な
く
て
ど
う
す
る
」
と
荒
馬
再
興
、

継
承
に
奮
起
↓
今
ま
で
関
心
を
示

さ
な
か
っ
た
住
民
も
感
化
さ
れ
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
強
化
↓
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
強
化
さ
れ
地
域
の

活
気
が
で
る
こ
と
で
、
就
職
等
で

町
外
に
出
て
行
っ
た
子
ど
も
世
代

も
荒
馬
の
時
期
に
帰
省
し
、
運
営

を
手
伝
う
、
と
い
う
好
循
環
が
荒

馬
を
通
し
て
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

児
童
や
学
生
等
と
の
関
わ
り
の

中
で
、
地
域
住
民
間
で
荒
馬
の
継

承
の
あ
り
方
や
受
入
態
勢
強
化
等

に
つ
い
て
の
話
し
合
い
が
進
み
、

荒
馬
に
対
す
る
誇
り
や
郷
土
愛
の

醸
成
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　

荒
馬
ま
つ
り
終
了
後
も
学
生
の

参
加
者
な
ど
が
地
域
住
民
宅
に
宿

泊
し
、
農
作
業
の
手
伝
い
を
す
る

等
、
関
係
人
口
の
深
化
に
向
け
た

新
た
な
動
き
が
出
て
き
て
い
る
と

と
も
に
、
地
域
住
民
側
か
ら
も
関

係
人
口
や
移
住
者
等
の
受
入
に
向

け
た
受
入
体
制（

施
設
等）

整
備

の
要
望
が
上
が
る
等
、
地
域
再
興

の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
合
同
運
行
時
に
は
地
場

産
品
の
生
産
組
合
等
が
出
店
す
る

こ
と
で
特
産
品
Ｐ
Ｒ
の
場
と
な
り
、

荒
馬
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
や
タ

オ
ル
、
木
札
の
作
成
で
副
収
入
を

得
る
住
民
が
出
る
な
ど
新
た
な
産

業
の
創
出
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。

　

毎
年
荒
馬
ま
つ
り
開
催
前
に
、

各
地
域
の
荒
馬
保
存
会
が
話
し
合

い
の
場
を
持
ち
、
受
入
態
勢
や
運

営
に
つ
い
て
地
域
の
他
団
体
も
含

め
て
協
議
し
、
地
域
住
民
全
体
で

の
運
営
体
制
を
築
い
て
い
ま
す
。

こ
の
協
議
の
場
で
は
老
若
男
女
問

わ
ず
様
々
な
立
場
の
住
民
が
意
見

を
交
わ
す
た
め
多
世
代
間
交
流
の

場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

荒
馬
ま
つ
り
に
参
加
し
た
学
生

等
は
基
本
的
に
地
元
公
民
館
に
寝

泊
ま
り
し
て
い
ま
す
が
、
地
域
住

民
宅
で
お
風
呂
に
入
り
酒
を
酌
み

交
わ
し
そ
の
ま
ま
宿
泊
す
る
等
、

学
生
・
地
元
住
民
が
一
体
と
な
っ

て
非
常
に
濃
密
な
人
的
交
流
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
別
町
で
は
、
北
海
道
新
幹
線

奥
津
軽
い
ま
べ
つ
駅
開
業
を
契
機

に
さ
ら
に
地
元
を
盛
り
上
げ
よ
う

と
、
平
成
二
十
七
年
か
ら
荒
馬

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
開
催
、
平
成

二
十
九
年
か
ら
は
世
界
荒
馬
選
手

権
と
名
称
を
変
え
て
継
続
し
、
荒

馬
の
技
術
研
鑚
及
び
継
承
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
津
軽
地
方
各
所
に
多
様

な
形
で
継
承
さ
れ
て
い
る
荒
馬
は
、

他
市
町
村
の
荒
馬
団
体
と
の
交
流

も
盛
ん
で
あ
り
、「
荒
馬
」
と
い

う
文
化
全
体
の
継
承
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

　

今
別
町
は
、
今
後
も
伝
統
芸
能

で
あ
る
荒
馬
の
保
存
・
伝
承
活
動

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
荒
馬
ま

つ
り
の
来
訪
者
が
年
々
増
加
し
、

交
流
人
口
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
関
係
機
関
と
連
携
し
た
Ｐ

Ｒ
だ
け
で
な
く
、
関
係
人
口
や
移

住
者
の
受
入
体
制
の
整
備
に
力
を

入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

※
「
今
別
町
荒
馬
ま
つ
り
」
に
関

す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
今
別
町
観

光
協
会
【
０
１
７
４
（
３
５
）
２

０
１
４
】
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

地
域
全
体
で

荒
馬
ま
つ
り
を
運
営

民族舞踊の授業の一環として毎年参加して
いる和光小学校、和光鶴川小学校の児童

第３回「世界荒馬選手権」入賞者

「今別おけさ」も祭りを盛り上げる

祭りを盛り上げた「化
ばけ

人
と

」

今
後
の
展
望

荒
馬
ま
つ
り
の
効
果
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町 村 ト ピ ッ ク ス

「
夜
越
山
洋
ラ
ン
ま
つ
り
」

に
お
越
し
く
だ
さ
い
！

　南国の香りに包まれた洋ラン温室に
は約150種、2,000鉢もの洋ランと大型
ディスプレイを展示するほか、青森蘭
友会による展示会や通常の20～30％
OFFの洋ラン即売会、専門家による
洋ランなんでも相談室を開催します。
○日時：３月１日（日）～ 22日（日）
　　　　８：30～16：30
○場所：夜越山森林公園
〇入園料：大人500円、小人150円 東津軽郡

ひ
ら
な
い
ま
ち

平
内
町

　令和２年２月23日（日）、藤崎駅前
通りにて「なべワン－グランプリ ふ
んちゃぎ楽戦」を開催します。
　藤崎町内の各団体が、それぞれに趣
向を凝らしたオリジナルの鍋料理を販
売し、割りばし投票でグランプリを決
定します。寒い季節にぴったりの温か
い鍋料理を堪能できます。たくさんの
ご来場お待ちしております。

南津軽郡

ふ
じ
さ
き
ま
ち

藤
崎
町

な
べ
ワ
ン

-

グ
ラ
ン
プ
リ

ふ
ん
ち
ゃ
ぎ
楽
戦

問い合わせ先　夜越山森林公園
　　　　　　　TEL 017-755-2663

問い合わせ先　藤崎町商工会
　　　　　　　TEL 0172-75-2370

問い合わせ先　板柳町役場産業振興課　地域振興係
　　　　　　　TEL 0172-73-2111（内線320）

問い合わせ先　六戸ブランド研究会（六戸町観光協会）
　　　　　　　TEL 0176-55-4495

　２月11日（火・祝）に板柳町ふるさ
とセンターで「第33回りんごの里いた
やなぎ雪まつり」を開催します。
　みかんまきや餅つき、豪華賞品が当
たる大抽選会など、イベントが盛りだ
くさん！　ジャンボ滑り台や、巨大な
「もつけ鍋」で作る豚汁の振る舞いも
あります。家族みんなで楽しめるいた
やなぎの雪まつり、ぜひお越しくださ
い。 北津軽郡

い
た
や
な
ぎ
ま
ち

板
柳
町

り
ん
ご
の
里
の
「
雪
ま
つ
り
」

青
森
シ
ャ
モ
ロ
ッ
ク 

ザ
・
プ
レ
ミ

ア
ム
＃
６
（
ナ
ン
バ
ー
シ
ッ
ク
ス
） 上北郡

ろ
く
の
へ
ま
ち

六
戸
町

　「青森シャモロック ザ・プレミアム
＃６」は、地鶏本来の味を追求するた
めに、選抜したオスを通常期間からさ
らに30日間延長飼育し、ガーリック粉
末を加え旨味成分を高める特別飼料を
給与しました。
　弾むような肉を噛みしめれば、
ジューシーかつパワフルな旨味が口
いっぱいに広がります。また、お出汁
は、濃厚なのに雑味のないすっきりし
た味わいです。

が
っ
せ
ん

がっ せん
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T o w n  a n d  v i l l a g e  t o p i c s

　五穀豊穣を祈る伝統芸能「えんぶ
り」。上北郡内に唯一残るえんぶり組
です。勇壮な太夫の摺りと元気いっぱ
いな子どもたちの舞をぜひご覧くださ
い！
【開催日程：場所】
２月15日　９：30　八幡宮奉納摺り
　　　　　10：00　おいらせ町役場
　　　　　　　　　分庁舎周辺
　　16日　９：00　おいらせ町役場
　　　　　　　　　分庁舎周辺
　　17日　10：40　八戸市
　　　　　　　　　十三日町周辺

上北郡

お
い
ら
せ
ち
ょ
う

お
い
ら
せ
町

百
石
え
ん
ぶ
り

下北郡

さ
い
む
ら

佐
井
村

　かつて、この場所で畜産を営んでい
た女性が、地面に温かみを感じて温泉
の存在を確信。掘削して湯脈を見つけ
たのが、この温泉の始まり。
　熱湯と温湯、露天風呂もあり、入浴
後もしばらく湯冷めしません。
　五戸三大肉の食べ比べメニュー他、
宿泊・宴会もできますので、ぜひお立
ち寄りくださいませ。

三戸郡

ご
の
へ
ま
ち

五
戸
町

南
部
の
里
の
隠
れ
宿

「
五
戸
ま
き
ば
温
泉
」

冬
の
絶
景
を
探
し
に
来
ま
せ
ん
か

〜
冬
の
仏
ヶ
浦
ガ
イ
ド
〜

　激しい波風と雪の影響で、刻々と姿
を変える「冬の仏ヶ浦」。冬場は海が
荒れ、観光船で行くことはできないた
め、遊歩道を使って距離600～700ｍ、
標高差100ｍほどを歩いて降ります。
　この時期にしか見られない神秘的な
光景を見に、ぜひお越しください。
○料　金：１人　3,800円
○申込先：一般社団法人
　　　　　くるくる佐井村
〇HPアドレス：kurukuru-sai.com

問い合わせ先　おいらせ町役場社会教育・体育課
　　　　　　　TEL 0178-56-4276

問い合わせ先　一般社団法人くるくる佐井村
　　　　　　　TEL 0175-33-0014

問い合わせ先　五戸まきば温泉（五戸町苗代沢３）
　　　　　　　TEL 0178-62-5511

三戸郡

た
っ
こ
ま
ち

田
子
町

に
ん
に
く
づ
く
し
！

た
っ
こ
に
ん
に
く
ま
つ
り

　２月29日（にんにくの日）、田子町
農業者トレーニングセンターで「第13
回たっこにんにくまつり」が開催され
ます。各店趣向を凝らしたオリジナル
にんにく料理を味わい、投票によって
グランプリを決定する「ＮＩＮＮＩＫ
Ｕ料理オンリーワングランプリ」は例
年大盛況。
○日時　２月29日（土）10時～
○場所　田子町農業者トレーニングセ

ンター他 問い合わせ先　田子町役場　産業振興課
　　　　　　　２次３次産業戦略推進グループ
　　　　　　　TEL 0179-20-7114
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※避難準備・高齢者等避難開始については縮小支払割合が設定されており、認定された費用に50％の割合を掛けた金額が
支払われます。
※災害救助法の適用を受けた災害は除きます。

　「避難所の設置費用」の支払い基準は昨年度まで避難者数「１人１日あたり320円を限度とした実費」でしたが、避難者が少ない
場合やいない場合、避難所設置費用としてかかった費用のほとんどが、保険金支払の対象外となっておりました。
　2020年度より、支払い基準を「１人１日あたり320円もしくは１事故10万円のどちらか高い金額を限度とした実費」に改定いた
します。
　今回の改定により、避難者がいない等の場合でも10万円を限度とした実費を保険金としてお支払いさせていただきます。

〈お問い合わせ先〉青森県町村会　業務共済課〔共済事業〕　TEL 017-723-1331

「避難所の設置費用」の支払い基準拡大2020年度改定

災害対策費用保険
 基本補償
自然災害（地震・噴火・津波を除く）によって避難勧告等を発令した際、避難所の設置や職員の時間外手当等
で発生した費用負担に対し、保険金をお支払いします。

● 保険期間　2020年５月１日午後４時から2021年５月１日午後４時までの１年間

基本補償

年間支払限度額

１事故支払限度額

支払割合

避難勧告および
避難指示（緊急）

避難準備・
高齢者等避難開始

保険料（一括払）

年間支払限度額

１事故支払限度額

支払割合

避難勧告および
避難指示（緊急）

避難準備・
高齢者等避難開始

保険料（一括払）

プランＡ

2,000万円

500万円

100％

50％

123万円
＋（住民数×23円）

地震・噴火・津波オプション

300万円

300万円

　100％

　 50％

16万円＋（住民数×3円）
※年間保険料上限額30万円

プランＢ

1,500万円

300万円

100％

50％

83万円
＋（住民数×18円）

プランＣ

500万円

100万円

100％

50％

51万円
＋（住民数×10円）

青森県
H30実績

加入団体；４団体
支払件数：４件
支払金額：565,100円（平均）

地震・噴火・津波オプション
１事故支払限度額

300万円
年間支払限度額

300万円
● 基本補償で対象外としている地震・噴火またはこれらによる津波に起因する避難指示（緊急）、避難勧告または
避難準備・高齢者等避難開始を発令したことによる費用（基本補償と同様）をお支払いします。
※お支払いする費用の種類、支払基準、支払期間は基本補償と同じです。
※基本補償同様、避難準備・高齢者等避難開始については支払割合（50％）が適用されます。
　災害救助法の摘要を受けた災害は除きます。
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確かな安心を！いつでも申し込み可能

掛金が一律！ 等級制度がありません！

火災共済

自動車共済

■共済契約できる物件
　　●共済契約者の所有する居住用建物およびその建物内にある動産
　　●共済契約者と同一世帯に属する親族が所有し、かつ、共済契約者が現に居住する建物およびその建物内にある動産

■共済掛金と共済金額
　　共済掛金（年額）は共済契約１口（10万円）につき60円です。
　　契約額の最高限度は600口（建物400口・動産200口）で、6,000万円（風水雪害は450万円）を限度に補償します。

■共済契約できる自動車

■共済掛金と共済金額
　　組合員のニーズに合った選択ができるよう、共済金額はＡ型とＢ型の２類型です。

風水雪害特約制度
◎火災共済契約に任意で付加することができる特約制度です。風水雪害による損害に共済金を支払います。
◎この特約を付加することで、火災共済契約の風水害雪害共済金に加算して、損害額の50％または火災共済契約額の50％のいずれか少ない額を限度に、風水雪害特約共済金
が支払われます。
　（ただし、風水雪害共済金と特約共済金の支払合計額が3,000万円を超える場合、3,000万円が限度となります。）
◎特約共済掛金は、一口（10万円）につき50円です。
　（火災共済契約の契約口数と同口数を付加していただきます。）

◎共済契約されると、下記の車両共済（保険）に加入することができます。
車両共済（保険）のごあんない

◎車両共済（保険）は、対人賠償・対物賠償等を補償する全国町村職員生活協同組合自動車共済とは別に加入するもので、ご自身のお車の損害を補償する制度です。
◎車両共済（保険）は、損害保険ジャパン日本興亜㈱の商品（一般自動車保険の車両保険）です。保険についてのご説明、保険料見積、契約締結等は、取扱代理店㈱千里が
行います。

共済契約の最高限度額

区　　分 口　　数 共済金額 共済掛金

建物のみの場合 400口 4,000万円 24,000円

動産のみの場合 200口 2,000万円 12,000円

建物と動産を併せた場合 600口 6,000万円 36,000円

用途及び車種区分
共済金額

共済掛金額（年額）
自家用普通・小型乗用
小型貨物車（660㏄超）

自家用軽四輪乗用・
貨物車（660㏄以下）

自動二輪車
（125㏄超）

原動機付自転車
（125㏄以下）

A　型
対人賠償 無制限
対物賠償 1,000万円
自損事故損害 1,500万円
限定搭乗者傷害 500万円

30,000円 19,000円 17,000円 12,000円

Ｂ　型
対人賠償 無制限
対物賠償 無制限
自損事故傷害 1,500万円
限定搭乗者傷害 1,000万円

33,000円 21,000円 20,000円 14,000円

※無共済等自動車損害共済・他車運転特約も自動付帯　※自賠責保険と共済金の一括払も実施しています。

①共済契約者の所有する
②共済契約者と同一世帯に属する
　親族（同居の親族）の所有する

●自家用普通・小型乗用自動車　●自家用軽四輪自動車
●自動二輪車　●原動機付自転車

いつでも申し込み可能
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随 想
第44話

蛯
えび

名
な

　鉱
こう

治
じ

プロフィール
町副町長。
現在1期目、60歳。

東北町長

　

小
川
原
湖
は
、
わ
が
町
の
北
東

部
に
位
置
し
、
全
国
の
湖
沼
で
は
、

十
一
番
目
の
面
積
を
誇
り
、「
東

北
町
大
字
大
浦
字
小
川
原
湖
一
九

一
番
地
」
と
い
う
住
所
を
有
し
て

い
る
湖
で
す
。

　

ま
た
、
小
川
原
湖
は
、
八
甲
田

山
系
の
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
て

お
り
、
高
瀬
川
に
よ
り
太
平
洋
と

つ
な
が
る
汽
水
湖
で
す
。
海
水
と

淡
水
が
交
じ
り
合
う
た
め
、
ミ
ネ

ラ
ル
が
豊
富
で
、
多
様
な
種
類
の

魚
介
類
が
獲
れ
ま
す
。

　

私
は
、
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
、

こ
の
小
川
原
湖
を
見
て
育
ち
、
獲

れ
た
魚
介
類
を
食
べ
て
育
ち
、「
宝

沼
」
と
い
わ
れ
る
小
川
原
湖
の
恩

恵
を
十
分
す
ぎ
る
ほ
ど
受
け
て

育
っ
て
き
ま
し
た
。

　

一
年
を
通
し
て
漁
が
で
き
る
大

和
シ
ジ
ミ
を
は
じ
め
、
日
本
有
数

の
漁
獲
量
を
誇
る
ワ
カ
サ
ギ
、
シ

ラ
ウ
オ
や
希
少
価
値
が
高
い
天
然

の
ウ
ナ
ギ
、
名
物
ガ
ニ
汁
で
有
名

な
モ
ク
ズ
ガ
ニ
等
が
主
要
な
産
物

で
す
。

　

特
に
大
和
シ
ジ
ミ
は
、
大
粒
で

出
汁
が
よ
く
取
れ
、
身
も
味
わ
い

が
よ
い
こ
と
か
ら
、
二
〇
一
七
年

十
二
月
に
農
林
水
産
省
に
よ
り

「
小
川
原
湖
産
大
和
シ
ジ
ミ
」
と

し
て
地
理
的
表
示
保
護
制
度
（
Ｇ

Ｉ
）
に
登
録
さ
れ
て
お
り
、
ブ
ラ

ン
ド
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
数
多
く
の
産
物
の
中

で
も
私
の
好
物
は
、
大
和
シ
ジ
ミ

の
シ
ジ
ミ
汁
と
シ
ラ
ウ
オ
の
刺
身

で
す
。
シ
ジ
ミ
汁
は
、
昔
か
ら
お

酒
を
飲
ん
だ
後
や
、
疲
れ
た
と
き

の
疲
労
回
復
に
効
果
が
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
す
り
お

ろ
し
た
生
姜
に
醤
油
を
ま
ぶ
し
て

食
べ
る
シ
ラ
ウ
オ
の
刺
身
は
、
絶

品
で
す
。
こ
の
他
に
も
、
ワ
カ
サ

ギ
の
天
ぷ
ら
や
モ
ク
ズ
ガ
ニ
の
ガ

ニ
汁
等
が
お
勧
め
で
す
。

　

ま
た
、
東
北
町
は
、
農
業
の
町

で
も
あ
り
ま
す
。
ナ
ガ
イ
モ
、
ニ

ン
ニ
ク
、
ゴ
ボ
ウ
、
ダ
イ
コ
ン
、

ニ
ン
ジ
ン
等
の
根
菜
類
を
中
心
に

ヤ
マ
セ
（
偏
東
風
）
や
雪
な
ど
厳

し
い
自
然
と
向
き
合
い
な
が
ら
、

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
作
物
の

生
産
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

私
は
、
子
供
の
こ
ろ
、
春
に
は
、

湖
畔
の
千
本
桜
で
花
見
を
楽
し
み
、

夏
に
は
、
湖
水
浴
場
で
泳
い
だ
り
、

キ
ャ
ン
プ
を
し
た
も
の
で
す
。
花

火
大
会
で
の
花
火
の
大
き
さ
、
美

し
さ
に
心
打
た
れ
た
記
憶
が
鮮
明

に
残
っ
て
い
ま
す
。
湖
水
ま
つ
り

に
開
催
さ
れ
て
い
る
、
わ
か
さ
ぎ

マ
ラ
ソ
ン
大
会
・
い
か
だ
レ
ー
ス

は
、
今
で
は
す
っ
か
り
夏
の
風
物

詩
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

冬
に
は
、
氷
が
張
れ
ば
、
湖
面
に

穴
を
あ
け
、
釣
り
糸
を
垂
ら
す
ワ

カ
サ
ギ
釣
り
も
で
き
ま
す
。

　

道
の
駅
お
が
わ
ら
湖
で
は
、
小

川
原
湖
で
獲
れ
る
豊
富
な
魚
介
類

を
は
じ
め
、
農
産
物
等
が
一
年
中

店
頭
に
並
ん
で
い
ま
す
し
、
湖
畔

の
わ
か
さ
ぎ
公
園
等
も
き
れ
い
に

整
備
さ
れ
、
春
・
夏
・
秋
・
冬
ど

の
季
節
に
お
い
で
に
な
っ
て
も
、

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

た
く
さ
ん
の
方
々
の
来
訪
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

湖
の
幸
と
大
地
の
恵
み

夕日に映える小川原湖（舟ヶ沢地区）

小川原湖のワカサギ・シラウオ漁

ニンニク・ナガイモ


